
［身近なデータ］ 

（データは省略した記述にしてあります。） 

（総評） 

今年も今までに取り上げなかった植物を扱った研究報告を掲載してみました。また、よくキッチンで行われている根がある

野菜の再収穫を研究対象にした人もいます。様々な動植物、身の回りのこともなんでもテーマとなります。皆さんも 

ぜひ面白いテーマを見つけてみて下さい。（うさこ先生談） 

 

各タイトルの前にある★印の年度とタイトルは、当 HP で御紹介した過去の関連実験の報告です。今回御紹介している作品

とあわせて、ぜひ参考にしてください。 

 

 
★ 2010年 データ 4年 姫野 美咲 わたの花の色が変化するひみつ 

★2009年 データ 4年 瀬下 眞利佳  ｢風船蔓の成長日記｣ 

★2009年 データ 3年 丹羽 彩水 「ハエトリソウ（食虫植物）の実験と観察」 

★2004年 データ  3年  Ｓ．Ｔ．  「かぼちゃのかんさつ記録」 

★2002年 データ  6年  田山幹子  「稲の観察」 

［データ 1］6 年    柴田 瀬充  ドクダミのしぶとさ 

◇よく家でドクダミ抜きをしているが、いくら抜いてもドクダミが生えてくるので、どこまでドクダミがしぶといか調べよ

うと思った。 

[実験と結果１] 

ドクダミについて調べた。 

葉ありと葉なしのドクダミのよく育つ条件を調べる。まず、根が５ｃｍ以上のド

クダミをとり、土、水、肥料、葉は必要か、茎の長さや葉の枚数で調べる。土には葉ありと葉なしと根だけのものをうめる。 

結果を写真、表やグラフにしてまとめた。 



  

茎の長さの一日あたりの伸びは、全部を比較してみると葉無しのほうが伸びやすい。 

一日あたりの生えた葉の枚数は、土以外は葉なしの葉のほうが多い。この実験を通して、水と肥料の葉無しがよく伸び、葉

がよく生えることがわかった。 

 

[実験と結果２] 

ドクダミは根が何センチで伸びるか、根の長さを５mm、１ｃｍ、３ｃｍ，５ｃｍでためす。それぞれの根について、ひげ

根のあるものと無いものについて２本ずつ用意して調べる。 

結果を写真、表やグラフにしてまとめた。 

  

一日に出た芽の数は、５ｃｍのひげ根ありがよく芽が出て、一日あたり３．３個。一日に伸びた長さは縦には５ｃｍのもの、



横には３ｃｍのもの，葉の伸びは５ｃｍのものが一番伸びた。 

葉の枚数は５ｃｍのものが一番増える。 

 

[まとめ] 

実験１では水と肥料の葉なしがよく伸びて、葉もたくさん生える。だからドクダミには、水と肥料を与えないほうがいい。

さらに、実験２で根は５ｍｍ以下にすれば芽が出ない。取り残す根を５mｍ以下にして、ドクダミに水をやらなければ良い

と結論した。今後はドクダミの葉の色が変わる秘密を知りたい。  

 

 

 

★2010年 データ 4年 姫野 美咲 「わたの花の色が変化するひみつ」 

★2009 年 データ 4年 瀬下 眞利佳  ｢風船蔓の成長日記｣ 

★2009 年 データ 3年 丹羽 彩水 「ハエトリソウ（食虫植物）の実験と観察」 

★2004 年 データ  3年  Ｓ．Ｔ．  「かぼちゃのかんさつ記録」 

★2002 年 データ  6年  田山幹子  「稲の観察」 

［データ２］５年  川名部 美桜  ラフレシアの不思議 

  

◇図鑑で初めてラフレシアを見た時に、地球上にこのような不可思議な植物が存在していることに驚き、興味を持ち、調べ

て見たいと思った。 

［調べる］ 

どこに生息しているか、ラフレシアの生き方、構造をしらべた。また実際に見てみたい。 

ジャングルに生息するという予想は合っていたが、南国に生息するという予想は具体的ではなかった。南国ならどこでも咲

いているのかと思っていたが、世界で数か所しか生息していないということを知りおどろいた。 

 世界最大の花として有名な割にはその一生はほとんどわかっていない。ブドウ科のテトラスティグマというつる植物から

養分をもらう寄生植物だが、数 mm の種子がどのようにかたい木の皮を破って根をはり、芽を出して育っていくのか判って

いない。 

テトラスティグマのつるに、種子が寄生してから小さなコブの

ようなつぼみが顔を出すまで一年半以上もかかると言われている。サッカーボール大の大きさに育ち開花するまでにさらに

9 ヶ月かかる。つぼみから開花できるのは全体で約 3 割。長期の日照りで成長が妨げられたり、たくさんの雨で腐ってしま

う。 



     

 

  

まさか 3～4 日しか咲くことができないとは思わなかった。食虫植物ではなく、寄生植物だったということにもおどろいた。

ハエが寄ってくるようにするのは、ハエを養分にするのではなく、受粉するためだった。 

［観察］  

私は夏休み、ボルネオ島に行ってラフレシアを見ることができた。

場所は北部サバ州にあるポーリン温泉周辺。直径 40ｃｍで匂いが全くしなかったので、ガイドさんにどうしてか質問した

ら、花の大きさが 1m 位大きくないとあまり臭わないと言っていた。現地の農家の庭先に咲いていて、動物にかじられたり、



人に盗まれないようにさくに囲まれていた。また、雨や木の葉や枝などの落下物から花を守るために、天井にネットが張っ

てあった。大事にしているのは世界からラフレシアを見たい人が訪れるため。農家の人は自分の庭でラフレシアが開花した

時に、道路脇にサインを出して知らせてくれる。観光客はお金を払えば、ラフレシアを見ることができる。 

運よく開花したラフレシアを見られたことにとても感動した。はじめ見たときは写真で見た時と全く違って、花が地面に落

ちているようでびっくりした。第一印象は植物に見えなかった。茎や葉がないので、まるで、巨大なヒトデのお化けのよう

だった。残念なことは実際に触ることができず、花びらの感触がわからなかったことだ。次回は実際に触って花びらの感触

を感じてみたい。 

 

［参考］ 

世界の不思議な植物 湯浅 浩史 誠文堂新光社 

食虫植物と不思議植物 吉田 彰 成美堂出版 

Rafflesia Kamarudin Mat Slleh/Natural History Publications(Borneo) 

 

 

★2010年 データ 6年 波多野 文音「家の周りのコケ」 

★2009 年 データ 5年 窪田 陽平 「生き物春と夏」 

★2008 年 データ 4年 窪田 陽平  「深大寺の夏」 

★2006 年 データ 6年 赤須 通和  「神社の森」 

★2003 年 データ 3年 赤須 通和 「かに山の植物」  

［データ３］５年 篠塚 陽菜  身の回りの毒草 

◇私は三年生のときに身の回りの薬草、四年生のときに食べられる薬草を集め、この薬となる部分や、どんな病気に効くの

かを調べた。いろいろな薬草を集め、調べていくうちに、身の回りに『毒草』があるということがわかった。いつも遊んで

いる家のまわりに、体に外になる毒草があるとは思ってもいなかったので、少し恐くなった。そこで、今年は身近なところ

にある毒草を集め、それがどれだけ体に害があるのか、またどうしたらその害から身を守ることが出来るのか、調べてみよ

うと思った。 

［採集とまとめ］ 

42 種類の植物の押し花をこさえ、植物名と有毒部位、その特徴をまとめた。 

   

 

  



  

 [まとめ]  

毒草が生えている一番身近な場所は私の家の庭だ。毎年白くかわいい花を咲かせるスズランは、その全草が有毒だった。切

り花にして花瓶に生けた場合、毒の主成分は水にとけやすいため、花瓶の水にも注意しなくてはいけない。また、朝顔も毒

草に分類されている。夏には多くの場所で見られる朝顔だが、その種子には有毒成分が含まれているので、まちがって食べ

たりしないように注意がいる。毒草と聞くと、まず危険、要注意と思う。たしかに、トリカブトのようにすぐ命に関わる毒

草もあるが、今回調べた身近な毒草は、茎を折って出た汁が皮膚につくとかぶれてしまう物が多く、ほとんどは口に入れな

ければ、中毒症状は起こさないことがわかった。 

一方で、古来からこの毒性分を用いて、生活に利用していた物も多くあった。たとえば、アセビやシキミは農作物の殺虫剤

として使われていたり、エゴノキは果実の絞り汁を小川に流し、浮いた魚を捕っていたこともあるそうだ。また、今回調べ

たほとんどの毒草が、昔は漢方薬と使われていたこともわかった。しかし、量をまちがえると中毒症状が出て、ひどいとき

には死に到ることもあるので、現在の日本では使用されていない物がほとんどだ。現在でも葉や実が似ているために、まち

がって食べてしまい中毒を起こしてしまうことはあるようだ。 

植物が好きな私にとって、今回の研究は知っているといないとでは、害から身を守るために大きく違うことだと気づいた。

今後も四季の身近な植物を楽しみたい。 

 

[参考文献] 

薬用植物ガイド  トンボ出版 

毒草 100 種  金園社 

 

 

 

 

★2008年 くまたろう 6年 伊東 夏美 「雑草・野菜・花の生命力の違い」    

★2006 年 くまたろう 6年 本居 佳連 「発芽と水 2」 

★2005 年 くまたろう 5年 本居 佳連 「発芽と水」 

★2004 年 データ 4年 内藤綾美「水の温度によるカイワレ大根の発が比べ」 

★2002 年 くまたろう 4年 本居 花奈子 「芽は力持ち」 

★2002 年 くまたろう 6年 匿名希望   「光で植物の育ち方が違うか」 

［データ４］４年 小野田 里紗  野菜の再収穫について 

◇最近、再収穫できる豆苗という野菜が流行っている。豆苗がどれくらい再収穫できるか、また、似ている野菜（かいわれ

大根、三つ葉）もできるか疑問に思い調べて見ることにした。 

［実験と結果１］ 

まず、豆苗９６ｇ かいわれ大根６４ｇ 三つ葉５４ｇを収穫した。 



 

残った根と茎（豆苗７ｃｍ，かいわれ大根３．５ｃｍ，三つ葉２．５ｃｍ）を栽培し、毎日長さをはかり、水をやり、外の

日陰で育てた。長さがはじめに収穫した時の長さ（豆苗２０ｃｍ、かいわれ大根１５ｃｍ，三つ葉２５ｃｍ）になったらま

た収穫する。 

7/29 に始め、8/4 には豆苗は順調に育って１３ｃｍになった。かいわれ大根と三

つ葉はくさった。くさったわけは水が足りなかったか、豆苗が水を取り過ぎたか、気温が高かったせい（毎日３０度以上）。

三つ葉は根があったので、土に植えればよかった。 

8/6 に長さ１６cm になったので一度目の再収穫をした。４５g 減って５１g だった。 

 

二回目を開始。 

8/14には根の豆が黒くなっていた。１２cm程度。１６日には完全に腐ってしまった。



１４日に取ればよかった。 

［まとめ］ 

最収穫はできたが、二度目は豆が黒くなってしまい取れなかった。再々収穫は養分がなくなってしまうので難しい。かいわ

れは子葉が二枚両側に開いたらそこで養分をつかってしまうので、もう一度豆苗のように切り取った後水につけても再収穫

はできない。三つ葉は環境を整えてやれば再収穫できる。土で育ててみればよかった。豆苗をずっと育てたらエンドウにな

るかもしれないから育ててみたい。このような野菜があるとエコに繋がるからいい。 

[参考] 

たのしい野菜作り育てて食べよう １０ すぐ出来る簡単野菜      ２ 大豆や落花生    高橋久光 小峰書店 

インターネット ウィキペディア 


